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本コントロールモジュールは、バッテリバックアップされたＳＲＡＭ 
ＰＣカードから構成されます。電池の寿命は、常温放置状態で、 
約３年です。（電池は約２年で、必ず交換を行ってください。） 
ご利用にあたっては、特に以下の点にご注意ください。 
① ＤＯＳ領域へは、一時的、短期的な情報の格納にとどめ、マスター 
プログラム等の格納用には使用しないでください。 
② コントロールモジュール内の定義体保護のため、必ず通電状態で 
電池の交換を行ってください。 
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１．概要 

ＦＦ２０１は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳアドバンスオンボードフラッシュマイコンプログラム用の 
コントロールモジュールです。 
ＦＦ２０１は、富士通製：ＭＢ９０Ｆ５４３富士通製：ＭＢ９０Ｆ５４３富士通製：ＭＢ９０Ｆ５４３富士通製：ＭＢ９０Ｆ５４３を代表機種とする、これと同一のアルゴリズム・ 
プロトコルで書き込み可能なフラッシュメモリ内臓マイコンを対象とします。 
書き込み制御情報を内蔵したＰＣカードで構成されます。 
コントロールモジュール（ＰＣカード）の書き込み制御情報エリア以外は、ＤＯＳファイル領域 
として、お客様がホストコンピュータ上で作成したオブジェクトファイルの一時的保管領域等として 
ご利用頂けます。 
コントロールモジュールは、／Ｐ２，／Ｐ４，／Ｐ５，／Ｐ８，／Ｅ６のオプション指定となります。 
コントロールモジュールオプションは、対応できるフラッシュメモリにより決まっており、それぞれ、 
／Ｐ２は、１２８Ｋバイトまで、／Ｐ４は、５１２Ｋバイトまで、／Ｐ５は、７６８Ｋバイトまで、 
／Ｐ８は、１Ｍバイトまで、／Ｅ６は、２Ｍバイトまでとなっております。 
弊社では、標準のプローブケーブルとして、ＡＺ２１０，ＡＺ２１１，ＡＺ２１２，ＡＺ２１３の 
４タイプをご用意しております。 
その他のプローブケーブルについては、弊社または代理店へお問い合わせください。 
 
 
 
 
 

＜＜＜＜    ご注意ご注意ご注意ご注意    ＞＞＞＞    
コントロールモジュールでは、当該代表マイコンと同一のアルゴリズム・プロトコルをもつ、 
他のフラッシュ内臓マイコンの書き込みが可能です。 
書き込み方式が同一の当該代表マイコン以外のマイコン用としてご利用される場合は、別売の 
リモートコントローラ（ＡＺ２９０）によって、コントロールモジュール内の一部のパラメータを 
書き換える必要があります。 
パラメータの書き換えについては、第５章をご参照ください。 
お客様がお使いになられるフラッシュメモリ内蔵マイコンが、本製品の代表マイコンとその書き込み 
プロトコル・アルゴリズム等が同一であるか、もう一度ご確認ください。 
書き込み方式の異なるマイコンに対するご利用は、ターゲットマイコン及びそれを含むユーザー 
システムを破壊する恐れがあります。 
 
ＦＦ２０１では、書き込み対象となるマイコンを広くサポートする目的で、書き込み電圧（Ｖｐｐ） 
の異なるマイコンも、パラメータの変更によりご利用頂けるように設計してあります。 
第３章の信号線の接続仕様を十分に理解した上で、正しい結線でご利用ください。 
 
 
 
 
 



 4

 

【【【【    確認事項確認事項確認事項確認事項    】】】】    
ａ．コントロールモジュールのマニュアルに表記されている代表マイコン型名と同一の 
 書き込み方法か否か？ 
 
ｂ．特にプログラミング用電圧（Ｖｐｐ）及び書き込み制御アルゴリズムが代表機種と 
 一致しているのか？ 
 
ｃ．書き込み制御のための通信プロトコルが代表マイコンと同一か？ 
 
 
ｄ．ＲＡＭローディング方式の書き込み制御プログラムを採用しているマイコンでは、当該する 
 マイコン用の書き込み制御プログラムが用意されているか？ 
 また、そのプログラムの仕様は、本器の代表マイコン用の書き込み制御プログラムと同一の 
 書き込み仕様となっているか？ 

 
ご不明な点は、弊社または代理店へお問い合わせください。 
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２．仕様 

 

２－１．対象マイコンと仕様 
特に記載なき項目は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ標準に準じます 
 

型名 ＦＦ２０１ 

代表マイコン ＭＢ９０Ｆ５４３ 

フラッシュメモリ容量 １２８Ｋｂｙｔｅ 

フラッシュメモリアドレス ＃ＦＥ００００ ～ ＃ＦＦＦＦＦＦ 

書き込み制御時のＶｐｐ ４．５Ｖ ～ ５．２５Ｖ＊１ 

デフォルト値 ５．０Ｖ 

Ｖｐｐ印加時のターゲット 
電圧最低値 

１．５Ｖ 

オブジェクトファイル 
フォーマット 

インテルＨＥＸ 
モトローラＳ 
バイナリ 

デフォルト モトローラＳ 

ターゲットインタフェイス 

ＣＳＩ（同期通信）インタフェイス 
６２．５Ｋ／１２５Ｋ／２５０Ｋ／５００Ｋ／ 
８５０Ｋ／１．２５Ｍｂｐｓ 
□ ＭＳＢファースト      ■ ＬＳＢファースト 

ターゲット―ライタ間の 
転送データフォーマット 

バイナリ 

マイコンイレーズ状態 ＃ＦＦ 

書き込み時のターゲット 
マイコン動作周波数 

２ＭＨｚ ～ １６ＭＨｚ 

＊１：デバイスファンクションの非実行中は、高インピーダンス出力状態になっています。 
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２－２．機種固有のパラメータ設定 
 
ＡＺ２９０（リモートコントローラ：Ｗｉｎｄｏｗｓ上で動作）を利用して次の初期設定を行います。 
リモートコントローラのご利用方法については、ＡＺ２９０：リモートコントローラのインストラク 
ションマニュアルをご参照ください。 
 
２－２－１．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ ウィンドウの設定 】 
Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ 画面上で、ターゲットマイコンにあったパラメータ設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊）ＦＦ２０１の操作画像例とは、異なります。 
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① ＴＶｃｃ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ３ 】 
ターゲットマイコンの動作電圧の下限値よりさらに１０％程低い値を設定してください。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットマイコンの動作電圧（ＴＶｃｃ）を監視しており、 
この電圧がここで設定する電圧値以上の時に、デバイスファンクションを実行します。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＴＶｃｃスレッショルドの設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 
インストラクションマニュアル【 ５－４－５ ＴＶｃｃスレッショルド設定 】をご参照ください。 
 
 
② Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ【 Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ 】【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】 
マイコンに内蔵されているフラッシュメモリ領域（Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ）を 
設定してください。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＦｌａｓｈ ＲＯＭの設定はできずに、表示のみとなります。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアル【 ５－４－８ フラッシュメモリ領域 
表示 】をご参照ください。 
 
 
③ ＲＯＭ Ｂｌｏｃｋ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 
フラッシュメモリのブロック構成を設定します。 
 
＜ ブロック情報テーブル ＞ 
ブロック情報テーブルは、ブロックグループＮｏ．、ブロックグループのスタートアドレス、 
ブロックサイズの３情報からなります。 
ブロックグループＮｏ．： Ｇｒｏｕｐ１～Ｇｒｏｕｐ１４までの１４Ｇｒｏｕｐが指定できます。 
   連続したブロックサイズの等しい一群のブロックを一つのブロック 
   グループとして、アドレスの若い方から、若い番号のブロック番号を 

付与します。 
スタートアドレス： ブロックグループの開始アドレスです。 
   このアドレスからブロックサイズで定められた大きさのフラッシュ 
   メモリが連続して並び、一つのブロックグループを構成します。 
ブロックサイズ： ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、次の（ブロック）グループアドレスまで、 
   このブロックサイズで定められたフラッシュメモリブロックが連続して 
   配置されるものと解釈されます。 
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最終ブロックは、ブロックスタートアドレス及びブロックサイズに”０”を記入します。 
 
例 ） 
ブロックグループＮｏ． スタートアドレス ブロックサイズ 
１ ＃００Ｆ８００００ ＃００００８０００ 
２ ＃００ＦＡ００００ ＃０００１００００ 
３ ＃００００００００ ＃００００００００ 

 
スタートアドレス 
 
＃Ｆ８００００ → 
 
＃Ｆ８８０００ → 
 
＃Ｆ９００００ → 
 
＃Ｆ９８０００ → 
 
＃ＦＡ００００ → 
 
 
＃ＦＢ００００ → 
 
 
＃ＦＣ００００ → 
 
 
＃ＦＤ００００ → 
 
 
＃ＦＥ００００ → 
 
 
＃ＦＦ００００ → 
 
 
＃０ 
 
 
 
 

ブロックグループ１ 

上の例では、＃Ｆ８００００から３２Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックが次のブロックグループの

スタート（＃ＦＡ００００）まで連なる 

事を示します。 

ブロックグループ２ 

上の例では、＃ＦＡ００００から６４Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックがフラッシュメモリの最終

アドレス（＃ＦＦＦＦＦＦ）まで連なる 

事を示します。 
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④ ＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ【 ＦＵＮＣ ＤＦ 】 
ターゲットマイコンの動作クロックを設定します。 
ＦＦ２０１では、この設定は不要です。 
 
 
⑤ ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ４ 】 
マイコン固有のオペレーションモードを設定します。 
ＦＦ２０１では、この設定は不要です。 
 
 
⑥ ＷＤＴ Ｃｌｏｃｋ Ｐｅｒｉｏｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ５ 】 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、オンボードプログラミング中に定周期のロックパルスを出力する機能 
を持っています。この周期を利用する場合はＷＤＴ周期の設定を行います。 
定周期パルスは、３－１信号一覧表のＷＤＴ（１８ピン端子）信号から出力されます。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＷＤＴ設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクション 
マニュアル【 ５－４－７ ウォッチドックタイマ設定 】をご参照ください。 
 
 
⑦ Ｄａｔａ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとターゲットマイコン間の通信設定を指定します。 
ＦＦ２０１では、ウィンドウの各項目を次のように設定してください。 
 
・ 通信路選択【 ＦＵＮＣ Ｄ１ 】 
ＣＳＩ（同期通信）を選択してください。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでの通信路設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクション 
マニュアル【 ５－４－２ 通信路設定 】をご参照ください。 
 
・ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｎｏ．【 ＦＵＮＣ Ｄ７ 】 
”１”を選択してください。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでの通信チャネル設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクション 
マニュアル【 ５－４－９ 通信チャネル設定 】をご参照ください。 
 
・ ＵＡＲＴ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ２ 】 
ＦＦ２０１では、この設定は使用しません。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＵＡＲＴ通信速度設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラク 
ションマニュアル【 ５－４－３ ＵＡＲＴ通信速度設定 】をご参照ください。 
 
・ ＣＳＩ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ９ 】 
１．２５Ｍ（１．２５Ｍｂｐｓ）を設定してください。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＣＳＩ通信速度設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラク 
ションマニュアル【 ５－４－４ ＣＳＩ通信速度設定 】をご参照ください。 
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⑧ Ａｄｄｉｔｉｏｎａｌ Ｐｒｏｇｒａｍ／Ｂｌｏｃｋ Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ 
この項目は、フラッシュマイコン固有のユーザ設定項目ではありません。 
設定を変更する必要はありません。 
 
 
⑨ ＭＣＵ Ｔｙｐｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ８ 】 
この項目へ設定された内容が、ウィンドウ左上部のＭＣＵ Ｔｙｐｅ及びＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ 
本体上に表示されます。 
マイコンの型名、お客様の装置型名など任意の文字を７桁まで入力できます。 
 
 
⑩ ＯＫ 
Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ウィンドウ内容を、コントロールモジュールに転送するキー 
です。①～⑨の設定変更後は、ウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 
ＯＫキーが押されなければ、パラメータは反映されません。 
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２－２－２．【 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウの設定 】 
Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウ上では、次の２項目の設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊）ＦＦ２０１の操作画像例とは、異なります。 
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① Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ【 ＦＵＮＣ ０ 】 
マイコンへのデバイスファンクションの対象領域を設定します。 
通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 
デバイスファンクションアドレス【 ＦＵＮＣ ０ 】は、その設定アドレス値により、図２－２－ 
２－１のようにフラッシュメモリのブロック境界アドレスに自動アライメントされます。 
この自動アライメントされた領域に対して、デバイスファンクションが実行されます。 
 
 
② Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅａ【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリ上のデータをセーブ・ロード（バイナリファイルの場合） 
する領域を設定します。 
通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 
図２－２－２－２は、Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ【 ＦＵＮＣ ０ 】、Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅａ 
【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】、Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ Ａｒｅａ【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】の関係を示しています。 
 
 
③ ＯＫ 
ウィンドウ内容を、コントロールモジュールに転送するキーです。 
①～②の設定変更後は、ウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 
ＯＫキーが押されなければ、パラメータは反映されません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                                                                        ターゲットターゲットターゲットターゲットMCUMCUMCUMCUメモリ空間メモリ空間メモリ空間メモリ空間 First First First First AddrAddrAddrAddr
                                                            ブロック境界ブロック境界ブロック境界ブロック境界    →→→→

                                                                                                                                                                                                                Last Last Last Last AddrAddrAddrAddr
                                                                                                                                                                                                                                            
                                                                                    
                                                                                                

                                                                                                                                                                                                                                
                                                                                                                                                                                                                                    

FUNC  D 6FUNC  D 6FUNC  D 6FUNC  D 6
内蔵エリア表示内蔵エリア表示内蔵エリア表示内蔵エリア表示

FUNC  0FUNC  0FUNC  0FUNC  0
アドレスセットアドレスセットアドレスセットアドレスセット

デバイスファンクションのデバイスファンクションのデバイスファンクションのデバイスファンクションの
対象領域対象領域対象領域対象領域(Ex.(Ex.(Ex.(Ex.書きたい領域書きたい領域書きたい領域書きたい領域))))

FUNC  0FUNC  0FUNC  0FUNC  0アドレスセットとアドレスセットとアドレスセットとアドレスセットとアドレスアライメントアドレスアライメントアドレスアライメントアドレスアライメント

実際の対象領域実際の対象領域実際の対象領域実際の対象領域：：：：                    ＋＋＋＋
            ブロック境界に自動アライブロック境界に自動アライブロック境界に自動アライブロック境界に自動アライ
            メントされるメントされるメントされるメントされる

フラッシュメモリフラッシュメモリフラッシュメモリフラッシュメモリ：：：：
    小さなフラッシュメモリブロック小さなフラッシュメモリブロック小さなフラッシュメモリブロック小さなフラッシュメモリブロック
    の集まりから構成されている。の集まりから構成されている。の集まりから構成されている。の集まりから構成されている。
    特に消去が特に消去が特に消去が特に消去が 1111ブロック単位でしかブロック単位でしかブロック単位でしかブロック単位でしか
    行えない。行えない。行えない。行えない。
   (1   (1   (1   (1バイト単位で消去できないバイト単位で消去できないバイト単位で消去できないバイト単位で消去できない))))

ブロック構成、内蔵エリア設定ブロック構成、内蔵エリア設定ブロック構成、内蔵エリア設定ブロック構成、内蔵エリア設定
は、は、は、は、AZ290AZ290AZ290AZ290を使用して行う。を使用して行う。を使用して行う。を使用して行う。

図
２
－
２
－
２
－
１
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                                                                                                ターゲットターゲットターゲットターゲットMCUMCUMCUMCUメモリ空間メモリ空間メモリ空間メモリ空間        First First First First AddrAddrAddrAddr                ←ロード時←ロード時←ロード時←ロード時((((ﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙ))))のｱﾄﾞﾚｽ範囲のｱﾄﾞﾚｽ範囲のｱﾄﾞﾚｽ範囲のｱﾄﾞﾚｽ範囲

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            →セーブ時の→セーブ時の→セーブ時の→セーブ時の
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        ｱﾄﾞﾚｽ範囲ｱﾄﾞﾚｽ範囲ｱﾄﾞﾚｽ範囲ｱﾄﾞﾚｽ範囲

                                                                                                                                                                                                                Last Last Last Last AddrAddrAddrAddr

                                                                                                                                                                                                                                        注意注意注意注意                                                                                    Binary FileBinary FileBinary FileBinary File

                                                                                                

                                                                                                                                                                                                                                
                                                                                                                                                                                                                                    

0001020

3040506

070809

…

    フラッシュメモリ領域フラッシュメモリ領域フラッシュメモリ領域フラッシュメモリ領域
FUNC  D 6FUNC  D 6FUNC  D 6FUNC  D 6
内蔵エリア表示内蔵エリア表示内蔵エリア表示内蔵エリア表示

FUNC  F 5FUNC  F 5FUNC  F 5FUNC  F 5
転送アドレス設定転送アドレス設定転送アドレス設定転送アドレス設定

First First First First AddrAddrAddrAddrとととと
Rom FirstRom FirstRom FirstRom Firstは必ず同一は必ず同一は必ず同一は必ず同一
設定する設定する設定する設定する

FUNC  0FUNC  0FUNC  0FUNC  0
アドレスセットアドレスセットアドレスセットアドレスセット

デバイスファンクションのデバイスファンクションのデバイスファンクションのデバイスファンクションの
対象領域対象領域対象領域対象領域(Ex.(Ex.(Ex.(Ex.書きたい領域書きたい領域書きたい領域書きたい領域))))
通常は通常は通常は通常は

FUNC  0FUNC  0FUNC  0FUNC  0
FUNC  D 6FUNC  D 6FUNC  D 6FUNC  D 6                同一設定同一設定同一設定同一設定
FUNC  F 5FUNC  F 5FUNC  F 5FUNC  F 5

FUNC 0 D5,D6FUNC 0 D5,D6FUNC 0 D5,D6FUNC 0 D5,D6の設定が一の設定が一の設定が一の設定が一
致していないとき、致していないとき、致していないとき、致していないとき、AF200AF200AF200AF200
のパワーのパワーのパワーのパワーONONONON 時アラーム警時アラーム警時アラーム警時アラーム警
告が出ます。告が出ます。告が出ます。告が出ます。

アドレス設定ファンクションアドレス設定ファンクションアドレス設定ファンクションアドレス設定ファンクション

DOS FileDOS FileDOS FileDOS File：バイナリファイルの：バイナリファイルの：バイナリファイルの：バイナリファイルの
転送エリア転送エリア転送エリア転送エリア((((バイナリファイルにバイナリファイルにバイナリファイルにバイナリファイルに
はアドレスが入っていないためはアドレスが入っていないためはアドレスが入っていないためはアドレスが入っていないため))))

図
２
－
２
－
２
－
２
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２－２－３．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２ ウィンドウの設定 】 
この設定ウィンドウには、マイコン固有パラメータが設定されていますので、変更しないでください、 
設定変更が必要な場合は、事前に必ず弊社サポートセンタまで、ご相談ください。設定変更が必要な場合は、事前に必ず弊社サポートセンタまで、ご相談ください。設定変更が必要な場合は、事前に必ず弊社サポートセンタまで、ご相談ください。設定変更が必要な場合は、事前に必ず弊社サポートセンタまで、ご相談ください。    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

＊）ＦＦ２０１の操作画像例とは、異なります。    
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２－３．デバイスファンクションと実行機能 
 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション起動時に実行される機能は以下のとおりです。 
 
ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧﾝｸｼｮﾝ ERASE BLANK PROGRAM READ E.P.R COPY 

【FUNC 0】による 
フラッシュメモリ 
一部領域 

○ ○ ○ ○ ○ × 
対
象
メ
モ
リ
域 

【FUNC D6】による 
フラッシュメモリ 

全領域 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

■Erase  □Erase  ■Erase  

■Blank ■Blank □Blank  ■Blank  

  ■Program  ■Program  

  ■Read*１ ■Read ■Read*１ ■Copy 

 
 
ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘに対する 
実行動作 

     ■Read 

備考 
 
 
 

 

 
 
＊ １：デバイスファンクションＥ．Ｐ．Ｒ、Ｐｒｏｇｒａｍ時に実行される、Ｒｅａｄ  

Ｖｅｒｉｆｙは、Ｒｅａｄ Ｖｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅ【 ＦＵＮＣ ９９ 】で設定されている 
リードベリファイが実行されます。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのリードモード設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラク 
ションマニュアル【 ５－４－１９ リードモード切替 】をご参照ください。 
 
① ＳＵＭリードベリファイ 
マイコンからＰｒｏｇｒａｍを行った領域のＳＵＭ値を読み出し、プログラマが 
Ｐｒｏｇｒａｍ時に転送した書き込みデータのＳＵＭ値と比較します。 
 

② ＦＵＬＬリードベリファイ 
マイコンからＰｒｏｇｒａｍを行った領域のデータを読み出し、プログラマが 
Ｐｒｏｇｒａｍ時に書き込みデータと比較します。 
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３．書き込み制御プログラム（ＷＣＰ）のインストール 

 

３－１．概要 
本コントロールモジュールのでは、コマンド実行に先立って、書き込み制御プログラム（ターゲット 
マイコン上で動作する）をマイコンへ転送し、その制御プログラムのもとでフラッシュメモリの、 
書き込みを行います。 
転送される書き込み制御プログラムは、コントロールモジュールのＤＯＳ領域内に、あらかじめ、 
ｘｘｘ．ＢＴＰの拡張子をもつファイル名で配置します。 
ｘｘｘ．ＢＴＰは、コントロールモジュールのＤＯＳ領域内にただ一つだけの配置が許されています。 
２つ以上のｘｘｘ．ＢＴＰファイルを配置することや、ｘｘｘ．ＢＴＰファイルを配置しないでの、 
ご利用はできません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NET IMPRESS 

ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

abc.S 

xxx.BTP 書き込み制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｨﾙ 

DOS領域 

ﾌﾞｰﾄされた書き込み 

制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
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３－２．書き込み制御プログラム（ＷＣＰ）インストール 
 
付属のＵｔｉｌｉｔｙ Ａｓｓｙからお客様のご利用になるマイコン名に合致した条件の書き込み 
制御プログラムを選択してください。 
 
次の要領で本コントロールモジュールのＤＯＳ領域へのファイルセーブを行います。 
① ＰＣＭＣＩＡカードスロットをもつパーソナルコンピュータに本コントロールモジュールを、 
実装します。 
この時、ＰＣカードドライバが正しくインストールされていることを前提とします。 
ＰＣカードドライバのインストール方法は、弊社ホームページをご参照下さい。 
 
弊社ホームページアドレス：http://www.ydc.co.jp/micom/index.htm 
→→→→Ｆｌａｓｈ Ｍｉｃｏｍ ＰｒｏｇｒａｍｍｅｒホームページのＱ＆ＡＱ＆ＡＱ＆ＡＱ＆Ａを参照して下さい。 

   
② 付属にＵｔｉｌｉｔｙ Ａｓｓｙ内から、書き込み制御プログラム（ｘｘｘ．ＢＴＰ）を 
ＦＦ２０１コントロールモジュールのＤＯＳ領域に配置します。 
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４．ターゲットシステムとの接続と専用コネクタ 

 

４－１．信号一覧表 
本コントロールモジュールをご利用頂いた場合のターゲットプローブコネクタ端の信号表を示します。 
 

マイコン信号名 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの標準信号名 マイコン信号名 

ＧＮＤ ＧＮＤ １５ １ ＧＮＤ ＧＮＤ 

ｒｅｓｅｒｖｅｄ ＴＶｐｐ１ １６ ２ ＴＶｃｃｄ ユーザＶｃｃ 

 ＴＶｐｐ２ １７ ３ Ｖｃｃ  

 ＷＤＴ １８ ４ ＴＲＥＳ  

ＭＤ２ 
ＴＡＵＸ３ 
ＴＶｐｐ１ｃ 

１９ ５ ／ＴＲＥＳ ／ＲＥＳＥＴ 

ＭＤ１ 
ＴＡＵＸ４ 
ＴＶｐｐ２ｃ 

２０ ６ ＴＣＫ ＳＣＫ１ 

 ｒｅｓｅｒｖｅ ２１ ７ ｒｅｓｅｒｖｅ  

 ｒｅｓｅｒｖｅ ２２ ８ ｒｅｓｅｒｖｅ  

Ｐ００ ＴＡＵＸ ２３ ９ 
ＴＡＵＸ２ 
（ＴＲＷ） 

 

 ＴＢＵＳＹ ２４ １０ ／ＴＩＣＳ  

 ＴＩ０ ２５ １１ 
ＴＡＵＸ５ 
（／ＴＯＥ） 

 

 ＴＶｃｃｓ ２６ １２ ＴＭＯＤＥ ＭＤ０ 

ＳＯＴ１ ＴＲｘＤ ２７ １３ ＴＴｘＤ ＳＩＮ１ 

ＧＮＤ ＧＮＤ ２８ １４ ＧＮＤ ＧＮＤ 

ターゲットプローブ信号表（ＦＦ２０１） 

 

      は、必ず接続頂く信号線です。 
    の信号についても出力制御を行います。接続は必要な時のみ接続してください。 
reservedの信号については、本コントロールモジュールでは不使用の信号ですが、 
制御を行っていますので、絶対にターゲットシステムの回路には接続しないでください絶対にターゲットシステムの回路には接続しないでください絶対にターゲットシステムの回路には接続しないでください絶対にターゲットシステムの回路には接続しないでください。 
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４－２．代表的な接続例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ ターゲットシステムとの接続例 ＞ 
 
 

シリアルライタ 

NET IMPRESS 
プローブ 

AZ210 

ユーザーターゲットシステム 

MB90F543 

TAUX3

TAUX4

/TICS

P00 

MD1 

(19) 

(12) 

(20) 

(23) 

(10) 

ユーザー電源 

TAUX

MD2 

(1,14,15,28) 

(5) 

TVccd

GND

Vss Vcc 

TMODE MD0 

user Circ. 

user 

Circ. /HST 

/RST 

P01 user Circ. 

SCK1 

SOT1 

SIN1 

/TRES

TTxD

TRxD

TCK

(2) 

(6) 

(27) 

(13) 

10KΩ～ 

100KΩ 

10KΩ 

10KΩ 

10KΩ 

10KΩ 

10KΩ 

10KΩ 
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①”書き込みモード”など一部の書き込み信号がユーザシステムとの共用端子に定義されている 
場合には、それらの信号のマルチプレクス回路をユーザシステムに実装してください。／ＴＩＣＳ 
信号は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション実行時にだけアサートされる信号です。 
この信号によって共用端子に実装される信号切替えを行います。 
書き込み制御に使われるこれらの信号が、フラッシュマイコンから制御用専用信号線として定義 
されるターゲットシステムでは、マルチプレクス回路は不要です。 
マルチプレクス回路をユーザーターゲットシステムにいれていただくことにより、／ＴＩＣＳが 
ネゲートされている時（デバイスファンクションを実行していない時）にＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳが 
接続されていない（コネクタを外した）状態と同一の条件をつくることができます。 
 
 
②ＷＤＴ信号端子には、ＷＤＴ Ｐｅｒｉｏｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ５ 】で設定されたクロック信号が 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳより出力されます。 
（／ＴＩＣＳアサート中のみ出力：Ｃｒ－ＯＰＥＮ出力）フラッシュメモリ書き込み中に、 
所定のクロック信号が必要なユーザ回路へ接続しご利用ください。 
 
 
③ ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでは、標準プローブ中に／ＴＲＥＳ信号を設けてあります。 
／ＴＲＥＳ信号は、ターゲットシステム内でワイヤードオアをとり、マイコンの／ＲＥＳＥＴ端子 
に接続して頂けるよう、オープンコレクタ出力の信号としています。 
ＴＲＥＳ信号は、ターゲットシステムが正論理のリセット信号を必要としている場合はにご利用 
いただけます。ＴＲＥＳ信号は、トーテムポール出力の信号です。 
 
 
④ マイコン側ＭＤ０～２は、お客様のご利用になるマイコンの動作モードを決める端子ですが 
フラッシュメモリのプログラミング時には、フラッシュプログラマからこの信号に”フラッシュ 
プログラミングモード”信号が重量されます。 
動作モード規定は、１０ＫΩ程度の抵抗を介してプルアップまたはプルダウンしてください。 
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４－３．制御信号波形 
 
 
 

/TRES 

 

 

 

TCK 

 

TTxD 

 

TRxD 

 

/TICS 

 

WDT 

 

TAUX3 

 

TAUX4 

 

TAUX 

 

 

 
 
 
 

 MCU Specification NET IMPRESS 仕様 
TRLW1  300ms(min) 
TRLW2  100ms(min) 
TPR  200ms(min) 
TRMS  50ms(min) 
TRMH  90ms(min) 
TRRS  100ms(min) 

 
＊ ）   ”           ”は、Ｈｉｚを示します。 

 
 
 
 
 
 

TRLW2 

TRMS

TRLW1 

TPR 

TRRS 

TRMH 

書き込みモード 

TMODE 

TRMS 
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① フラッシュプログラマの電源投入後、ターゲットシステムの電源を入れてください。 
 
② フラッシュプログラマはターゲットマイコンを書き込みモードに引き込むため、リセット信号を 
アサートします。 
 
③ プログラムコマンドの起動によって／ＴＩＣＳがアサートされ、フラッシュプログラム用の通信 
チャネルがターゲットシステム上でフラッシュプログラマ側に接続されます。 
（フラッシュプログラム用の通信チャネル及び、関連信号が他のユーザ回路から独立して常時 
フラッシュプログラマに専有されるシステムでは、本信号による信号切替えは必要ありません） 
 
④ ＴＶｐｐを規定電圧に上げます。 
 
⑤ プログラミングモードが起動され、規定の通信回線を使ってＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとの通信を 
始めます。通信は、あらかじめ設定されている、通信条件で通信を行います。 
 
⑥ プログラミング終了後、自動的にＶｐｐ印加を終了します。 
 
⑦ また、／ＴＩＣＳもネゲートします 
（／ＴＩＣＳアサート中は、ＷＤＴ信号（出力）から周期的なパルスが出力されつづけます） 
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４－４．プローブ 
 
弊社では、標準プローブとしてＡＺ２１０、ＡＺ２１１、ＡＺ２１２、ＡＺ２１３の４つを用意して 
おります。各プローブのご用命は、弊社又は弊社代理店までご相談下さい。 
各プローブの仕様は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアル【 ８－６．ターゲット 
インターフェイス 】または、弊社ホームページをご参照ください。 
 
＜ ／ＡＤプルアップ抵抗アセンブリ ＞ 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの入出力線の多くには、ＧＮＤ線との間に１００ＫΩのプルダウン抵抗が付加 
されています。また、ターゲットシステム上で使用するＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳからの制御線は、 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ用のコネクタを外した際にターゲットシステムに対して障害とならないよう 
にネゲート状態にしておくことが必要です。 
これらの信号に対しユーザシステム上でユーザ電源及びＧＮＤ信号に対し、１０ＫΩ程度の抵抗に 
よりプルアップまたはプルダウンしておくことを推奨しています。 
フラッシュライタからの制御信号線に対し、プルアップ抵抗（約１０ＫΩ）をユーザシステム内で 
付加できない場合には、別売の／ＡＤオプションアセンブリをご利用下さい。 

  ／ＡＤアセンブリは、フラッシュライタからの制御出力線に対し、プルアップル／プルダウン抵抗を 
任意に付加できるアセンブリです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

P.A. CABLE ASSY 

M1079HH M1079HK 

NET IMPRESS ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ /AD ｵﾌﾟｼｮﾝ 
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ＰＣＢ：Ｍ１０７９ＨＫ 
ＰＷＢ：Ｍ１０７９ＨＬ 

 

 

DX10-28S 
CN20 

TVcc 

/TRES 

TCK 

TRW 

/TOE 

 

TMODE 

TTxD 

WDT 

AUX 

TBUSY 

TI0 

TRxD 

 

TRES 

TVpp1C 

TVpp2C 

 

 

 

Vcc 

TVpp1 

TVpp2 

GND 

DX10-28X 
CN10 

TVcc(2) 

/TRES(5) 

TCK(6) 

TRW(9) 

/TOE(10) 

 

TMODE(12) 

TTxD(13) 

WDT(18) 

AUX(23) 

TBUSY(24) 

TI0(26) 

TRxD(27) 

 

TRES(4) 

TVpp1C(19) 

TVpp2C(20) 

 

 

 

Vcc(3) 

TVpp1(16) 

TVpp2(17) 

GND 
(1,14,15,28) 

 
 
 
 
 
 
 
 

1対 1配線 

CN1～CN3 

(A1-10PA2,5DSA) 

R1～R10，R14～R16 

10KΩ

CN4 

(A1-10PA2.5DSA) 

R11～R13 

10KΩ
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５．代表マイコン以外への適用 

－ パラメータテーブルの変更方法 － 
 

５－１．パラメータ変更（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのキーボードを使って） 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアル【 ５－４．パラメータ設定 】に示すファンク 
ションコマンドで規定されるパラメータ（ファンクションＤ１～ＤＦ）については、ＮＥＴ ＩＭＰＲ
ＥＳＳのキーボード上で変更できます。 
ターゲットシステムとの通信インタフェイスやご利用になるターゲットシステムの電源電圧などが 
この範囲に入ります。 
 

＜＜＜＜    ご注意ご注意ご注意ご注意    ＞＞＞＞    
マイコン内に内臓されるフラッシュメモリブロック構成など、設定事項が多岐にわたる対象マイコン 
自体の変更は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのキーボードからは行えません。 
（別売のリモートコントローラ：ＡＺ２９０をご利用ください。） 
 
 

５－２．対象マイコンの変更（別売のリモートコントーローラを使って） 
弊社では、ＰＣからＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳをリモート制御するためのリモートコントローラ 
（ＡＺ２９０）を別売しております。このリモートコントローラでは、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 
リモートコントロール機能のほかに、パラメータテーブルの設定、確認ができます。 
リモートコントローラでは、パラメータテーブルを個々に設定する事ができ、変更可能なパラメータ 
設定対象は、以下のパラメータが含まれます。 
 
① Device Type： 対象デバイス名称が設定できます 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ＬＣＤ上に表示される名称を変更できます 
② Flash Rom Area： 当該マイコンのフラッシュメモリ領域が設定できます 
③ Rom Block： フラッシュメモリのブロック構成をＲｏｍ Ｇｒｏｕｐ毎にスタート 
 アドレスとサイズを設定する事ができます 
 これにより、同一プロトコル・アルゴリズムを代表マイコン以外のマイコン 
 に対する対応が可能となります 
④ MCU Clock： ターゲットマイコン動作クロック周波数の設定ができます 
⑤ 通信インタフェイス：ターゲットシステムとの通信インタフェイスの設定ができます 
⑥ その他： その他のマイコンの固有設定情報を変更する事ができます 
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５－３．リモートコントローラによるパラメータの変更方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
パーソナルコンピュータ（ＩＢＭ－ＰＣ）とＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳをＥＴＨＥＲＮＥＴケーブル 
（１０ＢＡＳＥ－Ｔ）又は、ＲＳ－２３２ｃケーブルで接続します。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳには、ターゲットマイコン用のコントロールモジュールを実装しておきます。 
パーソナルコンピュータ（Ｗｉｎｄｏｗｓ環境）上で、リモートコントローラを動作させることで、 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳに実装されたコントロールモジュールのパラメータテーブルを変更／確認 
することができます。 
リモートコントローラ（ＡＺ２９０）では、パラメータの一括ロード／セーブが行えます。 
一括してセーブすることができますので、同系列の各種デリバディブマイコンへのパラメータ 
テーブル変更が容易に行うことができます。 
また、この機能を使い、弊社ホームページよりダウンロードしたマイコンパックをコントロール 
モジュールにロードすることが容易に行うことができます。    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

NET IMPRESS 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

ETHERNET／RS-232C 
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６．定義体交換機能 

 

６－１．定義体交換機能概要 
インプレスモジュールの機能として異系列の書き込み仕様をもつマイコンに対しても、コントロール 
モジュールの交換なしに、リモートコントローラ（ＡＺ２９０）の定義体のダウンロード機能を 
使用して、スピーディな段取りがえが行うことができます。 
この定義体交換機能は、インプレスモジュールに定義体ライセンスを付加することにより、他の書き 
込み仕様をもつマイコンに対応するインプレスモジュールに交換することができます。 
（／Ｐ４オプション以上の、インプレスモジュールに限り、ライセンスを付加することができます）
定義体ライセンスは、弊社で販売しております。ご不明な点がございましたら、弊社または、代理店 
にお問い合わせください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ETHERNET／RS-232C 

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ NET IMPRESS 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

定義体ﾌｧｲﾙ(XXX.CM) 
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６－２．定義体交換方法 
定義体ライセンスが付加された、インプレスモジュールをＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳに実装された状態に 
して、リモートコントローラ（ＡＺ２９０）の定義体ダウンロード機能（Ｆｉｌｅ Ｔｒａｎｓｆｅｒ 
画面の、Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｍｏｄｕｌｅ Ｌｏａｄ ｔｏ ＨＤ機能）により、コントロールモジュール 
の定義体交換を行います。（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ単体では、この機能はご利用できません） 
定義体ライセンスをご購入時に、弊社より提供されたフロッピーディスクの中にある定義体ファイル 
（ｘｘｘ．ＣＭ）をこの機能により、インプレスモジュールにダウンロードすることとなります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊）ＦＦ２０１の操作画像例とは、異なります。 
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７．ご利用上の注意 

 
① 本コントロールモジュールは、弊社フラッシュマイコンプログラマ専用のコントロールモジュール 
です。弊社、フラッシュマイコンプログラマ（ＡＦ２００／ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ）以外では 
ご使用にならないでください。 
 
② 本コントロールモジュールは指定されたフラシュマイコン専用のものです。 
他のマイコンへの書き込みには、書き込みを行うマイコン専用のコントロールモジュールをご利用 
ください。マイコンとコントロールモジュールとの対応を誤って使用すると、ターゲットシステム 
を破壊する恐れがあります。 
 
③ ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットシステムとのインタフェイスＩＣ（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ 
内部ＩＣ）電源用に数ｍＡの電流をＴＶｃｃ端子より消費いたします。 
 
④ コントロールモジュールの電池交換の際は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳまたは、パーソナルコンピュ
ータに実装しうえ、通電状態で電池交換を行ってください。 
なお、電池寿命は、常温状態で約３年ですので、２年毎に必ず電池交換を行ってください。 
コントロールモジュールはＳＲＡＭ ＰＣカードとなっており、バックアップ電池により、データ 
を保持しております。通電状態でない時に電池を抜いてしまいますと、データが消去されてしまい、 
コントロールモジュールが破壊されてしまいます。 
 
⑤ コントロールモジュール（ＰＣカード）のライトプロテクトスイッチは、オフの状態でご利用に 
なってください。 
 
⑥ コントロールモジュール（ＰＣカード）は、絶対にイニシャライズ（フォーマッティング）しない
でください。イニシャライズされますと、コントロールモジュール内の定義体（コントロール 
プログラム）も消去されてしまいます。 
 
⑦ デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、コントロールモジュールの脱着は、 
行わないでください。 
コントロールモジュールアクセス中に、脱着してしまいますとコントロールモジュールを破壊する 
恐れがあります。 
 
⑧ フラッシュマイコンプログラマは、コントロールモジュールを実装した状態で動作します。 
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